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研究成果の概要（和文）：薬剤師が実際に体験した副作用情報を共有できる情報収集システムに関するホームペ
ージを公開した結果、2症例を収集した。また、実際に収集した症例情報と我々がこれまでに開発して公開して
いる関連eラーニング教材であるバーチャルフィジカルアセスメントなどを一元的に統合した専用ホームページ
（https://simlab.phoenix.ac.jp/）を作成した。これらにより、症例数は少ないが副作用情報の共有およびフ
ィジカルアセスメントの技術向上の為の症例体験システムの構築は達成できたと考えている。また本システムは
継続できるため、今後も症例収集を続けて、公開する症例を増やしていきたい。

研究成果の概要（英文）：We released a website about an information collection system that can share 
adverse effect information that pharmacists actually experienced. As a result, two cases were 
collected. In addition, we created exclusive website (https://simlab.phoenix.ac.jp/) that integrated
 the virtual physical assessment etc., which are related e-learning materials that we have developed
 and released so far. As a result, we believe that we could achieve the sharing of adverse effect 
information and the construction of case experience system to improve physical assessment 
techniques, although the number of cases are few. As we can continue this system, we will continue 
collecting cases and want to increase the number of cases to be released.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで実際に薬剤師が体験した副作用情報は、紙や電子媒体で文字として共有されるのみであり、実際の聴診
や視診の結果を聞いたり見たりする機会はほとんどなかった。今回は同意をいただいた患者と薬剤師からそれら
の情報を得ることができ、ICTを活用して専用ホームページにて聴診音を公開し、確認を可能とした。よって、
薬剤師は聴診音について学ぶ機会は少なかったが、それが可能となった。患者の身体学的評価法を学ぶために患
者シミュレータの使用もあるが、個人レベルでは困難である。これらについて自由に学べる本e-ラーニング教材
の提供は、薬剤師のみならず医療従事者にとっても適切な薬物療法を行う上で有意義であると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
薬剤師が副作用の早期発見または医薬品の適正使用を確保するために、患者様の症状の経過

を薬剤師自らが確認する機会が非常に多くなってきている。よって、薬剤師は医師や看護師と
は異なる薬学的観点から患者のバイタルサインの確認やフィジカルアセスメントを行う知識と
技能の取得に努めなければならない。近年は、それらの知識や技能の習得に患者シミュレータ
を使用する場合もあるが、非常に高価であり時間的制限や使用場所の問題などが存在する。ま
た、フィジカルアセスメントに関する教材も薬剤師向けに刊行されてはいるが、いずれも紙媒
体である。よってフィジカルアセスメントの基本となる視診による所見や聴診音について学ぶ
機会は限られていた。 
 
２．研究の目的 
 薬剤師が実際に体験した副作用情報は、現在、日本病院薬剤師会が作成しているプレアボイ
ド報告書や医薬品医療機器総合機構が作成している医薬品安全性情報報告書によって収集され、
一般公開されている。しかしながら、文字情報および副作用の画像閲覧のみの公開であり、収
集された情報は二次元的なものであった。そこで情報通信技術（ICT）を活用し、副作用情報
の閲覧だけでなくバーチャル患者に対して実際にフィジカルアセスメントを行い、その副作用
が起きた際の処方提案についても模擬体験・学習できる新たなシステムが必要だと考えた。本
研究では ICT を活用し、実際にフィジカルアセスメント体験が可能な副作用情報の共有を目指
した症例体験システムについて報告する。 
 
３．研究の方法 
 症例情報の収集にあたり、日本病院薬剤師会が作成した 3種類のプレアボイド報告書と医薬
品医療機器総合機構が作成した医薬品安全性情報報告書を基に、独自に副作用の発見または薬
効の確認に関するエクセルファイル形式での症例情報用紙を作成した。これはフィジカルアセ
スメントに関する約 30個の項目からなる。この用紙は、情報収集のための専用ホームページに
てダウンロード可能である（https://telemedica.jp/tokunaga）。なお、この症例情報収集のお
願いも同じく専用ホームページで行った。なお、症例情報提供者は服薬指導など実務に携わっ
ている薬剤師である。集まった症例情報は、同意をいただいた上で症例作成ソフト「PBL メー
カー」（〔株〕テレメディカ）を用いて入力した。なお、本研究は本学の倫理委員会の承認を得
ている（受理番号：17-001）。 
 
４．研究成果 
症例情報用紙に入力する内容は、患者情報（疾患名，副作用歴，検査値など）、症例の概略、

被疑薬/併用薬、バイタルサイン、フィジカルアセスメントに関する情報（心音、肺音、腸音、
SpO2 など）、経過などである（表 1）。また、症例情報に合う患者アバターやシーンを指定し、
臨床現場をイラストで表した。これらの症例情報は、我々の研究室ホームページにおいて公開
した（https://simlab.phoenix.ac.jp/）。このホームページにおいて、患者背景、処方内容や
聴診が可能である。 
 
表 1 副作用の発見または薬効の確認に関する症例情報用紙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
なお、現在までに①PPI による膠原繊維性大腸炎、②NSAIDs とワルファリンの併用による出

血傾向の増大の 2症例を公開することが出来た。公開している症例情報の詳細は、問題形式と
してホームページにて公開している内容であるため詳細は割愛するが、以下に本症例公開時の
イメージを示す（図２）。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①PPI による膠原繊維性大腸炎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②NSAIDs とワルファリン併用による出血傾向の増大 
 
図 1 症例作成ソフト「PBL メーカー」を使用した症例情報公開 



閲覧者（学習者）は、最初の画面で患者情報を確認後、聴診や解説を読みながら時間が経過
した次のステップに進めることができる。聴診画面では病態に合う聴診音の指定をしているこ
とから、学習者は実際の正常または異常な音の聴診が可能となっている。これらにより、薬剤
師が実際に体験した副作用について ICT 端末において体験が可能となり、副作用に関する情報
共有ができるようになった。 
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